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ビジュアライゼーションに
接続する
リモート監視は、分散サイロに保存されるこ
とが多いデータを表示できるアプリケーシ
ョンです。現場に既存のデータソースとセン
サを組み合わせることで、リアルタイム KPI 
や、生産計画の調整を支援するダッシュボー
ドなど、大きなメリットを実現できます。

予測して接続する 
導入されるセンサの数が飛躍的に増加するにつれ
て、マネージャはマシンのパフォーマンスをより正確
に予測するための大量のデータにすぐにアクセスで
きるようになりました。この傾向により、マネージャは
メンテナンスに関するより良い情報に基づいた意思
決定を行い、ダウンタイムを回避するため早期にア
クションを実行できます。手動で実行する必要がある
対策も存在しますが、リードタイムが長い場合だと、
生産不良が差し迫る可能性もあるため、マシンをシャ
ットダウンするなど有害事象を自動的に防止するた
め、エッジコンピュータの使用は効率的な戦略です。

接続変換する
社内外のシステムを接続することで、情報に基づい
た意思決定を行い、変化するビジネス環境に迅速に
適応してビジネスを変革できます。スマートマニュフ
ァクチャリングでは、標準化された生産とカスタマイ
ズされた生産の両方をサポートするために、接続さ
れたスマート生産ライン/サイトを介しマスカスタマ
イゼーションが達成されます。今日では、製造システ
ムとERPシステムを外部顧客のシステムや物流システ
ムに接続し、生産プロセスを合理化するメーカが増え
ています。回復力と信頼性の高いネットワークは、途
中でデータの整合性を確保するために不可欠です。

IIoT コネクティビティの有効化 
道を切り開くための
インテリジェントソリューション

目
　
次

製造業におけるIIoTの価値は、業務の改善、生産性の向上、競争力の維持に役立つため、必要である事は明確です。最近の
Capgeminiの調査によると、産業メーカの62%がすでにIIoTの取り組みを実施しています。IIoTは、OT(オペレーショナルテクノ
ロジー)の機械やデバイスをIT(情報技術)システムに接続することで、デジタルトランスフォーメーションを可能にしています。
コネクティビティにより、製造インテリジェンスは、(1)生産性のパフォーマンスをリアルタイムで表示する、(2)生産品質を予測す
る、(3)ビジネスの変革という3つの分野で実現できます。

Moxaのエッジからクラウドへの接続
ソリューションがビジネスをどのよう
に成長させるのか
すべての産業機器を接続すると、そのインテリジェントな可能性
を発揮することができます。Moxaのエッジ・ツー・クラウド・ソリ
ューションは、IIoT接続を簡素化し、機械からリアルタイムの識見
を得て、将来に向けて適切に準備し、さらにはより高いレベルの
ビジネス変革を実現できます。

これらの成功したIIoT接続ソリューションに触発され、ビジネス
を最適化します。

家庭用太陽エネルギーシステムのための
新しいサービスモデルの実現

光のある生活: 
農村生活の変化

相互接続されたファクトリ内の
マスカスタマイゼーション

Industry 4.0で物流を 改善する
真のマテリアルの トレーサビリティ

クラウドベースの監視機能を備えた
よりスマートな製造現場

AIoT を使用して
SMB パフォーマンスを向上させる
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一元化された資産管理の実現
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KPMG

パ フォーマンス主導のKPMGは、

中小企業がAIおよびIoTアプリケーシ

ョンを使用してクラウドに移行するの

を支援しています。

KPMG

業種：監査、税務、アドバイザリーサービス

グローバル本社：アムステルヴェーン(オランダ)

全世界の従業員数：200,000

AIoT を使用して  SMB のパフォーマンスを向上させる

課題

• 平均生産サイクルが30～40日に増加

• 注文到着率の低下

• 全体的な機器の有効性(OEE)が低い

ソリューション

• OTデータ、上下ホイール電流(4~20ma 
AI)、ON/OFF(I/O)を取得するIIoTコント
ローラ

• データの信頼性と透明性を確保する
産業用イーサネットスイッチとワイヤレ
スAP

• IT-OTデータ統合のためのAOPC UA
サーバ

結果

• IoTを活用してOEEを70～83%に改善

• AI+IoTを活用して生産歩留まりを高める
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   一目でわかる ビジネス上の課題

K PMGのアドバイザリーサービ
ス部 門アソシエイトディレクタ
ー、Chi-ZhanKao氏は、中小企業
がROIに配慮したIoTアプリケーシ
ョンを組み込む方が実用的だと考
えています。

監 査 、税 務、アドバイザリーサービスを

提 供 する著 名 なグロー バ ル 企 業であるK P M G 

は、Internet of Things (IoT) と人工知能 (AI) の開

発を組み合わせて、AIoT (モノの人工知能) 技術を

活用し、小規模および中規模企業の設備稼働率の

向上、歩留まりの向上、予知メンテナンスの構築、ク

ラウドへの移行を行うことで投資収益 (ROI) を向上

させることを目的としています。

「当社のお客様はROIを非常に重視しています。IoT、機械学習、AIサ
ービスを投入する際に、まずは製造実行システム(MES)のデータ収集
の活用が問われます」とKPMGのアドバイザリーサービス部門アソシ
エイトディレクター、Chi-Zhan Kao氏は述べています。エンジン部品
を製造する日系台湾人の合弁会社を支援するために彼の経験を利
用しています。

IoTや機械学習などのIndustry4.0テクノロジは、世界の製造業におけ
る主要なトレンドですが、ほとんどの取り組みは機能性とインテリジェ
ンスの向上に向けられています。事業主にとって最も実用的で意義の
あるROIなどの金銭的利益についてはほとんど議論されていません。

「クライアントは一般的に、設備稼働率(UT)を高めたいと考えていま
す。MESのデータから、UTは低く、ほとんどが70%程度です。大規模な
メーカがUTが低い場合、それはほとんど利益を生み出しません。ま
た、従業員に残業代を支払わなければならないとき、ビジネスオーナ
ーにとっても特に苦悩します。

Kao氏が2年前にこのプロジェクトに取り組み始めたとき、彼はクライ
アントのUTが低すぎるので、長い生産サイクル、低い注文充足率、高
い残業コストをもたらすことを発見しました。UTと密接に関連する機
器全体の有効性(OEE)の観点から、クライアントの運用のボトルネッ
クを解決する支援をすることにしました。最初のステップは、IoTを活
用してデータ管理の可視化を強化することでした。

生産サイクルの短縮は、より収益性の
高い生産日数に変換

主要設備のボトルネックを解消する
OEEの改良により、生産能力が向上し、
生産サイクルが短縮される 

プロトタイプを構築してデータ
の透明性を実現

IoT技術のメリット

容量使用率(UT)は、中小メーカーの収益性にとって極値です。

IoTと精密な管理を
組み合わせることで、機器OEEが

70%から82~85%に向上し、
生産サイクルが短縮されました。

  ソリューション

第1段階：IoTを活用してOEEを改善する
「お客様のために、IoTデバイスから収集した情報を監視するソフトウ
ェアプログラムを書きました。私たちはいくつかの問題を発見しまし
た。第一に、機器の稼働時間のMESデータとIoTデータに一貫性があり
ませんでした。第二に、IoT機器が収集したデータから、特に夜勤時は
機器の使用率が低いことが示されました。」

クライアントの操作をさらに調べた後、Kao氏は、クライアントのMES
データから、彼らはまだ手動の勤怠システムに依存していることを発
見しました。夜間勤務時のOEEは、従業員が怠けていたため低かった。
新しく収集されたデータを通じて、生産マネージャは日中の稼働時間、
チューニング、アイドル状態、休止時間をより明確に把握でき、リアルタ
イムで夜勤のOEEを改善できます。上級管理職は、データを使用して、
週単位および毎月の進捗状況を定期的に追跡することもできます。

収集されたデータから、低 OEE の問題が特定され、解決されます。

18か月の実装とテストの後、エンジン部品メーカはOEEを70%
から82～85%に引き上げ、大幅な改善を実現しました。生産サ
イクルが短縮されただけでなく、残業コストも大幅に削減され
ました。

残業代の節約をIoTの実装のためのROIに換算すると、それは実
際にはクライアントにとって良いことです。

Kao氏は、IoTデータが生み出す真の価値をクライアントに示し
たので、クライアントはプロセス改善計画の次の段階を開始す
るよう依頼しました。
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工程のばらつきが大きくなると、不良品の生産を避けるために部品の早期交換が必要になる

第2段階：
AIを活用して歩留まりを高め、プロセスを改善する

「利回りが1%上昇すると、利益率が1%上昇します。不良品のリ
ワークプロセスでより多くの問題が発生すると、追加の材料や
労力が無駄になります。」と、Kao氏が指摘しました。2017年の
初めから、クライアントは歩留まりの悪さの問題に対処してきて
おり、生産パターン全体が基準から外れています。 クライアント
は根本的な原因が何であるか見当がついません。

異常の発生を避けるために、生産のばらつきを効果的に管理す
ることが重要であると考えています。振動、温度、回転速度、およ
び電流に関する追加データを収集するために既存のIoTデバイ
スにさらにセンサーを追加し、それらを分析のためにバックエ
ンドAIプラットフォームに送信することで、変動管理基準を確立
し、予防保守を実行できます。不良品の発生を避けるためには
バラツキが大きな問題となります。

たとえば、機械の切削工具が過度に高い電流周波数を示すと、ツー
リングの損傷が発生する可能性があります。損傷の可能性のあるツ
ーリングを早期に交換することで、予期しないダウンタイムや事故を
防ぐことができ、生産歩留まりとプロセスの安定性が向上し、機器の
メンテナンスや修理コストが削減されます。

「利回りが1%上昇すると、利益率が
1%上昇します。不良品のリワークプロ
セスでより多くの問題が発生すると、追
加の材料や労力が無駄になります。」  

アドバイザリーサービス部長 
アソシエイトディレクター

Chi-Zhan Kao氏

  結　　果 

インダストリー4.0は、製造業が変革する絶好の機会です。Kao氏は、クラ
ウドベースのアプリケーション、AI、ビッグデータ分析が市場の注目を集
めていると考えています。ただし、中小企業にとっては特に初期段階の
導入でITハードウェアへの投資に対するROIが最適とは言えない場合が
あります。そのため、クラウドベースのプラットフォームは、より安全で信
頼性が高く、コスト効率の高い選択肢になる可能性があります。

「当社のIoTサービスは、クライアントがクラウドベースのビッグデータ
分析モデルを構築し、データをパブリッククラウドまたはプライベートク
ラウドプラットフォームに直接転送して分析するのに役立ちます。また、
当初は確実にデータを収集し、有用で正確な情報を明らかにすること
は容易ではないため、IoTパートナーと協力することが不可欠であると
指摘しました。

「多くのIoTパートナーを調査し、クライアントと話し合いました。彼らの
資格情報を評価すると、私たちはMoxaを選択しました。Moxaとの実践
的な経験から、Moxaは信頼性の高いIoTソフトウェアおよびハードウェ
ア製品とサービスを提供しており、お客様がインダストリー4.0の実装を
実現するうえで重要な役割を果たしていることを示しています。

「Moxaの信頼性の高いIIoTソフトウェア
およびハードウェア製品とサービスは、私
たちのクライアントがIndustry 4.0の実

装を実現することを支援する上で非常に
重要な役割を果たしました。 」

アドバイザリーサービス部長 
アソシエイトディレクター

Chi-Zhan Kao氏

コスト効率の高いクラウドを活用する

SCADA/MES
 (サーバ)

AIoT
予測メンテナンス

CNCマシン

センサ

AOPC UA サーバ

インダストリアル
イーサネットスイッチワイヤレス 

クライアント ワイヤレスAP

ioPAC 8600
IIoTコントローラ

IT/OTデータ統合

データの信頼性と透明性

OT データの取得
• 上下の車輪電流 (4～20ma AI)• ON/OFF (I/O)

イーサネット
I/O

A
自己適応
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ソフトライン

ロシアの非常に大規模な空気分離装

置の製造業者および産業用ガスの供給

業者は、現場で空気分離装置を監視し、

エネルギー消費を追跡するためにIIoTを

使用しました。どこからでもアクセスでき

るダッシュボードは、現場からのリアルタ

イムのレポートを秒単位で提供します。

ソフトライン

業界：IT

グローバル本社：Moscow, Russia

全世界の従業員数：4,800

一元化された資産 管理の実現
エッジからクラウド への接続の簡素化

課題

• 従来の SCADA システムの制限により、
リアルタイム データの収集に非常にコ
ストがかかる。

• 既存のプラットフォームを変更したり、コ
ストのかかる予算超過に遭遇することな
く、システムをアップグレードしたい。

ソリューション

• ThingsProをサポートするMoxaのIIoTゲ
ートウェイにはプログラミングの必要が
なく、OTデータ取得が容易になります。

• MoxaのIIoTゲートウェイは、MQTTプロ
トコルとAzureサービスの組み込みクラ
イアントを使用して、エッジからクラウド
プラットフォームにOTデータを直接配信
します。

• M i c r o s o f t A z u r eクラウドサービス
は、Azure IoTハブを介したアプリケーシ
ョン開発とセキュアな通信のための柔
軟なツールを提供します。

結果

• センサーのリアルタイム監視とエネル
ギー消費データの取得

• 生産性を向上させる機器性能とエラー
対策の分析
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「これはロシアで先駆的な
IIoTプロジェクトの一つです」と、

ソフトラインの戦略的プロジェクト 
管理部門のプロジェクトディレクター、

Sergey Belyaev氏は言いました。

「同社は今後3年以内にこの技術を広
く採用する予定です。

Moxaと一緒に、我々はすでに
提供することができます。」

  ビジネス上の課題

従来のSCADAシステムの制限

レガシーSCADAシステムはそれらの機器を動かすことができました
が、厳しい制限を受けました。リアルタイムのデータを収集したり、遠隔
地に転送したりする能力がありませんでした。さらに、収集された情報
は30日間しか保存できず、長期にわたる観察や予測的モニタリングは
不可能でした。SCADAステムは、空気分離装置からの出力値を自動的
に追跡する能力を欠いていました。

これは、顧客への統合サービスを提供するために、同社の専門家は標
準的なメンテナンスと機器の故障に対処するための両方で現地へ出張
しなければならないことを意味していました。 頻度はユニットが収容さ
れていた条件と利用率に依存していました。一方、エンドユーザーは、シ
ステムを運用するためにフルタイムの運用エンジニアを雇っておくこと
を余儀なくされました。 また、シフトごとに1回だけ手動で測定しなけれ
ばならないガス生産量の最新の状況が把握できていないため、競争上
の不利益もありました。

同社は、空気分離プラントの遠隔監視と、特定の測定基
準を使用したデータの収集のためのサービスを必要として
いました。プロジェクトの目的は、機器のメンテナンスプロセ
スと、調達、供給、顧客関係管理、金融サービス、生産計画な
ど、多くの関連するビジネスプロセスを最適化するための数
理モデルを開発することでした。サービスは、さらなる分析
とさらなるソリューションのためにデータを収集、変換、およ
び保存する必要があります。

•  リモート診断メンテナンス(このサービスは、空気分離ユニットの停止
を予測するための数理モデルへの遠隔測定データのリアルタイム統合
を保証します)

•  予知サービスのため(計画外の機器の故障や停止を避けるために、リ
モートポンプステーションでポンプメンテナンスを実行する必要があ
る時期を予測するために役立ちます)

•  生産機能を決定するため(生産量を最大化するために生産要素の様々
な組み合わせを検索する)

•  温度、湿度、周囲の空気組成が性能に与える影響を分析する。

   一目でわかる
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イーサネット
シリアル
I/O Signal

冗長セルラー
チャネル

PLC

ローカルSCADA

センサーセンサー

Microsoft 
Azureクラウド
サービス

Moxa IIoT ゲートウェイ

コントロールセンター

空気分離ユニット ファイアウォール
基地局

OPC 
サーバ

どこからでもアクセスでき
るリアルタイムのオンライ
ンダッシュボード

同社は現在、酸素、窒素、アルゴンなど、空気分離装置の11種類の
製造値、および潜在的な顧客が利用できる量をリモートで監視で
きます。 これに加えて、既存のエネルギー消費センサーは、ユニッ

ト全体で44個の個別の電
力使用量を収集します。こ
れは、電力が主要な運用コ
ストである電力集約型生産
プロセスにとって重要です。 
レポートは、どこからでもア
クセスできるリアルタイム
のオンラインダッシュボー
ドを通じて表示できます。
レポート作成ソフトウェア
は、2番目までに現場から収

集された情報をまとめて、任意の期間レポートを作成します。

同社は現在、設備の理解を深めることで、生産性を向上させること
ができました。本社とサンクトペテルブルク工場の間で透明性が
高まり、潜在的な問題の余地が少なくなりました。

このプロジェクトは、2018年に製造部門でMicrosoft Inspireの年
間最優秀パートナー賞を受賞し、正式に承認されました。

将 来 的 に は 、リアルタイム 表 示 器 の 数 を 増 や すことに 加 え
て、SoftlineとMoxaはすべての空気分離装置に解決策を展開する
ことを計画しています。会社のデータベースにすでに追加されて
いる非常に貴重な情報を使用して、高い財務収益をもたらす可能
性のある野心的な予測保守機能を導入する計画もあります。

これは私たちにとっての署名プロジェクトです。この経験を活かし
て、このソリューションを世界中に広め伝えていきたいと思いま
す。Moxaはクライアントがデータ駆動型のコネクテッドプラントを
構築することを可能にし、Softlineはクライアントが彼らのデータ
を価値に変えるのを支援することができます。Sudakov氏は、協力
することで、デジタル変革のビジョンを実現し、顧客のビジネスモ
デルを根本的に変えることができます。

 結　果

開発と実装の容易さ

課題は、新しいテクノロジーとその実装方法だけでなく、企業の経営
陣から同意を得て、コストのかかる予算超過なしにシステムを実装で
きることを確信させることでもあることが指摘されました。Softline
は、Moxa IIoTエッジゲートウェイとMicrosoft Azureクラウドサービス
を組み込んだIIoTソリューションを選択しました。 Azure IoT Hubは、
既存のテンプレートを使用してわずか2週間で実用的な提案の開発を
可能にしました。

ソフトウェアの 部 分で は 、M o x a の I I oTエッジゲートウェイは
ThingsProゲートウェイを採用しており、OTTデータを簡単に取得で
き、MQTTプロトコルとAzure用の内蔵クライアントを使用してエッ
ジプラットフォームからクラウドプラットフォームに直接配信できま
す。ThingsProGatewayは、追加のプログラミング作業を必要とせず
にIIoT接続を提供するだけでなく、エッジインテリジェンスと集中型
資産管理の実装にも役立ちます。ハードウェアの面では、MoxaのIIoT
エッジゲートウェイは産業用アプリケーション向けの組み込みコンピ
ュータです。それは不利な条件ではたらくことができPLCに接続する
のに伝統的なRS-422/485インターフェースを使用し、インターネットア
クセスには有線ベースのイーサネットまたはLTEが使用されます。 

「私たちは彼らに産業用IoTシステムの分かりやすい実装を提供
する必要がありました。」Moxaのシニアフィールドアプリケーシ
ョンエンジニアでプロジェクトの一員でもあるServer Sudakov氏
は述べています。

初期抵抗は、ソリューションの機能部分から最も遠いものから来
ました。

「最も困難な部分は、外部のインターネットアクセスを提供して
も脆弱にはならないとクライアントのセキュリティ部門に納得さ
せることでした。彼らはクラウドへのアクセスが彼らの機密デー
タと企業秘密を危険にさらす結果となることを恐れていました」
とBelyaevは言います。もちろん、エンドツーエンドの暗号化のお
かげで、それらのリスクは最小限に抑えられます。しかし、いった
んプロトタイプが設置されて直接実証することができれば、その
利点はわかりきったことでした。

　ソリューション
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テック製造

Boeing、Lockheed Martin、

Bombardierなどの航空宇宙関連顧客向け

の金属機械加工部品の長年の製造元であ

るTech Manufacturingは、顧客の最大か

つ最も緊急の注文の生産能力を高め、リー

ドタイムを短縮する必要がありました。 

テック製造

設立：1956

本部：米国ペンシルベニア州

業界： 航空宇宙産業向け金属機械加工

就業者数：70

クラウドベースの監視機能を備えた 
よりスマートな製造現場

課題

• 履歴と目標のパフォーマンス指標に基づ
くアラートを含むライブダッシュボード

• イーサネットインターフェースを内蔵して
いない可能性がある既存のCNCマシンで
の使用が容易

• 専門のITインフラストラクチャ、サーバー、
またはソフトウェアへの投資や専門知識
が不要

• 知識豊富で経験豊富な統合およびベンダ
ーサポートチーム

ソリューション

• CNC機械、PLC、または手動機械からの
データ収集

• イーサネットまたはRS-232ベースのデ
バイスから収集

• 複数のタイプのサイクルタイムデバイ
スを追跡

• 自動更新機能付きリアルタイム機器ダ
ッシュボード

• 進化、統合、発展を目的とした設計お
よび構築

結果

• 1日足らずでセットアップが完了

• 追加のITインフラストラクチャやメンテ
ナンス作業は不要

• 各セルおよびマシンに関する豊富なパ
フォーマンスデータを備えたビジュアル
ダッシュボード

• 生産性が大幅に向上
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人と機器からリアルタ
イムの見通しを得る

「私達は機械が実時間で実際
いかに働いていたかさらなる 

理解が必要でした。」

Jerry Halley  
テック製造担当チーフエンジニア

5軸CNCマシンが1日24時間、週7日稼働している中で
Tech Manufacturingは、既存のマシンの生産性と耐用
年数を延ばすために、よりスマートなオペレーションとリ
アルタイムのパフォーマンスデータに注目しました。

「我々は、マシンが 実 際 にどのようにリアルタイムで
稼働しているかについて、もっと理解する必要があり
ました。現在稼働中および過去のマシンパフォーマン
スデータは、生産性に悪影響を及ぼす技術的または
プロセス上の問題を特定ために役立ちます」と、Tech 
ManufacturingのJerry Halley/Chief Engineerは述べ
ています。

最小限の投資で生産性を最大化

ハードウェアとソフトウェアを組み合わせることで、CNC監視システム
は必要なパフォーマンスメトリックを収集、分析、視覚化します。ただ
し、Halleyは、このようなシステムの生産性の向上、特に新しく使い慣
れないサーバーベースの IT インフラストラクチャを必要とする場合
は、展開にかかるコストと労力とを比較検討する必要がありました。

理想的なシステムは、特殊な IT 機器、知識、または労力をかけずに簡
単に展開でき、ソフトウェアのインストール、更新、または構成を繰り
返す必要がないことです。

システム要件
• CNC マシン、PLC、または手動マシンからのデータ収集

• イーサネットまたは RS-232ベースのデバイスから収集する

• 複数のタイプのサイクルタイムを追跡する

• 自動更新を備えたリアルタイム機器ダッシュボード

• 進化、統合、発展を目的とした設計および構築

課題
• 履歴と目標のパフォーマンスメトリックに基づく

アラートを含むライブダッシュボード

• イーサネット インターフェイスが内蔵されていな
い既存の CNC マシンでの使用が容易

• 特殊なITインフラストラクチャ、サーバ、またはソ
フトウェアに対する投資や専門知識を必要とし
ない

•  知識と経験豊富な統合およびベンダーサポート
チーム

  ビジネス上の課題   一目でわかる
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Moxa パートナー
Shop Floor Automations

Moxa ソリューション
シリアルデバイスサーバー

古い機械に新たな寿命を与える

「CNCマシンを接続して
監視することにより、

最大の効率と最小のリードタイムで
顧客の受注生産を実現することが 

はるかに容易になりました。 
多くの人が理解するより、

接続する方がずっと簡単です。」

Jerry Halley氏 
チーフエンジニア、テックマニュファクチャリング

Tech Manufacturingは、クラウドベースの監視を支援するために、CNC
監視システムを専門とする北米で最も著名なシステムインテグレータの
1つであるShop Floor Automationsを選択しました。各CNCマシンは既
存のローカルエリアネットワークに接続されていたため、追加のITイン
フラストラクチャは必要ありません。イーサネットポートが容易に利用で
きないレガシーマシンの場合、Shop Floor AutomationsはMoxaで開
発された簡単に展開できるソリューションを提供しました。

ローカルネットワークがインターネットに接続されているので、マシン
パフォーマンスデータはScytec DataXchangeやPredator Machine 
Data Collectionなどのクラウドベースのソフトウェアによって簡単に表
示および分析されました。主要なパフォーマンスメトリックはビジュアル
ダッシュボード上で編成され、所有者と機械オペレータは、各セルの生
産性をマシン レベルまで正確に確認できました。

生産性の向上とサービスの
向上につなげる 利点

• セットアップは1日未満で完了

• 追加の IT インフラストラクチャや保守作業なし

• 各セルとマシンの豊富なパフォーマンスデータを
備えたビジュアル ダッシュボード

• 生産性の大幅な向上

Moxa製品

インターネット

オフィスルーター

CNCマシン

ショップフロア

オフィス

クラウドベースの
生産性ダッシュボード

クラウドベースの
監視プロバイダー

産業用アクセス
ポイント (AP)

デバイスサーバ 
(有線)デバイスサーバ

 (ワイヤレス)

イーサネット
シリアル
リースインターネット

クラウドベースの監視システムにより、Tech Manufacturingは、初期費用
と展開作業を最小限に抑えることができました。Mercurio氏によると、
「多くのクライアントは、CNC監視システムをセットアップするのは難し
く、コストがかかると認識している」という。「しかし、今日のクラウドベ
ースのソリューションでは、追加のITインフラストラクチャやメンテナン
ス作業をほとんど必要とせずに、1日足らずでセットアップできます。」

ライブダッシュボードを使用すると重要な生産性の問題を簡単に特定で
きます。すぐに判明したことの一つとして、特定のマシンのセットアップ時
間が不必要に長く、毎日数時間もの生産性が失われることです。セットア
ップの順序とオン/オフ時間を変更することで、Jerry Halleyはこれらのマ
シンですぐに著しい生産性の向上を達成しました。

総合的な機械性能データを手元に用意することで、追加のメリットが得ら
れました。CNC製造業者からのサービスの向上です。 サービスコールは
豊富な一連の履歴データによって支えられているため、潜在的なハードウ
ェア問題の特定とトラブルシューティングが容易になりました。「製造業
者は、異常な動作を示すデータがあるため、必要に応じてより積極的にサ
ポートを提供できるようになりました」とHalley氏は述べています。

  結　果

NPort W2000 プラスシリーズ

　ソリューション
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ECON

台湾の大手光学エレクトロニクスメ

ーカは、手作業のプロセスを置き換える

ためにECONの自動誘導車(AGV)システ

ムを導入しました。AGVシステムは、物

流および生産プロセスのより明確な可

視性を達成するために、MES(製造実行

システム)およびWMS(倉庫管理システ

ム)と統合されました。

ECONg

設立： 2000

業界： マシンODM

本部： 台湾

従業員数：60

Industry 4.0で物流と 生産を改善する

真のマテリアルの トレーサビリティ

課題

• 時間や手間がかかるとみなされていた
手作業プロセスのAGVシステムへの置
き換え。

• AGV アプリケーション シナリオの複雑
さと多様性により、すべてのシナリオに
適した強力なワイヤレスネットワークデ
バイスのセットを見つけるのが非常に
困難。

ソリューション

• 使いやすく、プログラミングを必要としな
いAGVパスプランニングおよび設計ツ
ール。

• 車両の遠隔監視とスケジューリングを可
能にする無線通信技術。

• クラウド上のパスマップを使用すると、ス
ケジューリングの柔軟性が向上。

結果

• 真のトレーサビリティ：AGV、MES、WMS、
エレベータシステムの統合。

• 50%の省力化。

• 20%のスペース節約。
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   一目でわかる   ビジネス上の課題

液晶モジュール(LCM)プロセスは、数十もの組み立てステーション
が含まれ、会社の労働力の大部分が含有しています。つまり、この
部門では多額の費用を労働者に費やす必要があります。組み立て
作業者は、原材料の収集とワークステーションへの持ち込みに多く
の時間を費やす必要があります。以前は、オペレーターが原材料を
回収したり、半完成品をコンベアベルトに持ち込んだりするために
ステーションから離れる必要があった場合、指定されたタスクに一
時的に参加できなくなり、全体的な生産効率が低下していました。
生産効率の問題を解決するために、光学エレクトロニクスメーカは
ECONのAGVを使用して材料処理プロセスをアップグレードし、オペ
レータが組み立て作業に集中できるようにしました。

人件費の削減と生産効率の向上

AGVが通信するための理想的なワイヤレス技術

数年前、AGVは強力な通信能力を持っていなかったので、資材処理
を期待どおりに行うためには、車両ルートを事前に定義する必要が
出てきました。しかし、時間の経過とともにAGVは無線通信技術を活
用し始めました。これにより、AGVは中央制御室にある配車システム
と対話し、車両の位置をリアルタイムで配車システムに中継するこ
とができました。これにより、AGVと同様に生産ライン管理の効率が
大幅に向上しました。ECONのHe Zhiwei副社長は、AGV輸送管理を
成功させるための鍵は無線通信の品質と信頼性であると強調しまし
た。このため、ECONは、ワイヤレスAP(アクセスポイント)とクライア
ントを購入する際に、確かな選択プロセスを実施する必要があると
考えました。複雑で多様なAGVアプリケーションシナリオが多数存在
するため、すべてのシナリオに適した強力なワイヤレスネットワーク
デバイスのセットを見つけるのは困難です。上記の要件を満たすた
めに、ECONはワイヤレスデバイスの製造元と緊密に協力して、発生
したあらゆる課題を克服する必要がありました。

原材料から完成品までの
工程を通じて、少なくとも

70%の時間が内部物流に
費やされました。   

He Zhiwei氏
ECON 副社長

「AGV アプリケーションシナリオの
複雑さと多様性により、すべての

シナリオに適した強力なワイヤレス 
ネットワーク デバイスのセットを
見つけるのは非常に困難です。 」  

He Zhiwei氏
ECON 副社長
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ECON AGV

ECON AGV

RFID タグ

RFID タグ

Moxa AWK
ワイヤレスAP

ECON AGV 
AGV Control

Moxa AWK 
ワイヤレス クライアント

MCS
材料制御システム

MES
製造実行システム

BCS
ブロック制御システム

WMS
倉庫管理システム

イーサネット
Wi-Fi

　ソリューション

MESと統合された効率的で信頼性の高い
AGVソリューション

クラウドベースのパスマップによる
柔軟なAGVスケジューリング

光学エレクトロニクスメーカは、ロジスティクスと生産プロセスを組み合わせて運用
効率を高めるために、AGVとMESを統合する計画を立てていました。同社は、強力な
通信機能、MESとの統合機能、および直感的に使用できるさまざまなソフトウェアツ
ールを採用し、ECONのAGVを選びました。車両マップソフトウェアの利点の1つは、
プラントレイアウトを確認した後にエンジニアがマップナビゲーション操作手順をす
ばやく利用できること、およびパスシミュレーションソフトウェアによって、CADエンジ
ニアが機械エンジニアに頼ることなくルートパスシミュレーションを迅速に実行でき
ることです。 それは非常に時間がかかることがあります。これらの機能はすべて、以前
に展開されたソリューションの問題だったプログラミング作業を最小限に抑えるのに
役立ちました。

パスマップはAGVに組み込むことができますが、プラント内の多数の測点とパスマッ
プを考慮すると、生産プロセスの変更や避ける必要があるエリアが発生した場合に、
すべての車両のルートを変更することは効率的ではありません。ECONはクラウドに
AGVパスマップを構築できるため、ユーザがクラウド内のマップを変更するたびに、
指定された車両に最新のマップコードを配布できるため、スケジューリングの柔軟性
が向上します。

Moxa は、リアルタイムサービスの
提供という点で、

他のプロバイダーに対して
明らかな優位性を持っています。  

He Zhiwei氏
ECON 副社長

• ソフトウェアとハードウェアのシームレスな統合:AGV、MES、およびWMSの統合

• 使いやすく、プログラミングを必要としない AGV パス計画および設計ツール

• 車両マップソフトウェアスイートは、幅広いお客様のニーズを満たすことが可能

• 車両の遠隔監視とスケジューリングを可能にする無線通信技術

• クラウド上のパス マップを使用すると、スケジューリングの柔軟性が向上

AGVが安全かつ円滑に動作することを保証するために、ソリューションは、干渉の可能性が高いプラント内のすべての交差点とT字路で確
実に動作する必要があります。車両と無線AP間の通信に支障が生じると、車両の位置が中央制御室に送信されない場合があります。これは
AGVを制御する能力に大きな影響を与えるか、AGVと他の車両または物体との衝突をもたらす。要するに、ワイヤレスネットワークコンポー
ネントの信頼性の重要性を過小評価することは不可能です。He Zhiwei氏によると、ECONは以前、様々なメーカーからワイヤレスネットワー
ク機器を購入していましたが、いつかしら無線信号は干渉を受けAGVでエラーが発生する結果となった。MoxaのAWKシリーズ産業用ワイ
ヤレスネットワーク製品は、以前に使用された製品よりも優れた信号強度とはるかに高いレベルの信頼性を持っています。さらに重要なの
は、Moxaはリアルタイムサービスを容易にすることができるため、他のプロバイダーよりも明らかな優位性を持っています。これらの要因の
すべてが、Moxaの製品を選択するECONの決定に貢献しました。

  結　果

• 真のトレーサビリティ：AGV、MES、WMS、およびエレベー
タシステム

• 省力化：人件費を50%削減し、作業効率を向上

• 省スペース：一時保管に使用されるエリアが必要ではな
いためスペースが20％削減

生産ラインの情報フローとロジスティクスを統合することでMESは、
各ステーションの資材をリアルタイムで追跡し、資材が不足した場
合、AGVコントローラに資材を急送するよう指示することで現在の輸
送タスクに最も適したAGVがそれを実行します。最新のAGVシステム
は、ステーションオペレータの労働状態を大幅に改善し、彼ら自身の
タスクに集中し、資材の移動を扱うためにステーションを離れる必要
性を取り除きました。エレベータコントロールシステムは、AGVコント
ロールシステムとリンクされているため必要に応じてAGVに資材を
別の階に移動するように指示することができます。更に、AGVは、1日
24時間自動的に運行され、バッテリの残量が少なくなると自動的に
充電するため担当者がタスクを行う必要性を削減します。

物流と生産における透明性と効率の向上

50% 省力化

20% 省スペース
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導入事例

スマートマニュファクチャリング

国：中国

製品：

IKS-6728Aシリーズ
24+4Gポートギガビットモジュラー 
マネージドPoE+イーサネットスイッチ

IKS-G6824Aシリーズ
24G ポートレイヤ3フルギガビット 
マネージドイーサネット スイッチ

NPort5100シリーズ
1 ポートRS-232/422/485シリアルデバ
イスサーバ

MXviewシリーズ
コンバージドオートメーションネットワー
ク向けに設計された産業用ネットワーク
管理ソフトウェア

相互接続されたファクトリ内の
マスカスタマイゼーション

相互接続された工場は、顧客により良いサービスを
提供するのに役立ちます
現代の消費者は、カスタマイズされ、要求に応じて利用可能な製品を望んでいます。収益性
を維持するための俊敏性と応答性を備えたカスタマイズされた製品を作成するために、大
手家電メーカーは、相互接続された工場を構築することにより、正確かつ効率的なマスカス
タマイゼーションを実現したいと考えています。これには、物理的およびサイバーの両方の
世界で、スマートマシンと生産ライン間の多数の接続が含まれます。これらの接続により、製
造元は、供給中心のサービスからユーザー中心のサービスに移行することで、顧客の見識を
向上させることができます。

次の例は、顧客のニーズによって生産がどのように進められるかを示しています。

ネットワーク障害を容易に解消するためにMoxaの産業用ネットワ
ークマネージメントソフトウェア(MXview)は、統合マネージメント
プラットフォームを提供します。これにより物理的なネットワークト
ポロジの検出と可視化が容易になりデバイスのステータスやネット
ワーク内の相互接続性の誤操作の可能性に関する管理者のストレ
スレベルを軽減するのに役立ちます。MXview は、サブネットにイン
ストールされているネットワークデバイスとSNMP/IP デバイスを発
見することができます。そしてライブビュートポロジマップと履歴イ
ベントデータベースを使用してネットワークの健全性をチェックし、
トラブルシューティングを行う際にInternet ExplorerやFirefoxなど
のWebブラウザ経由でいつでもどこでも問題を特定することができ
ます。

　導　入

システム要件

• パーソナライズされたカスタマイズのための
高精度のマシンと人間の相互作用を実現す
るための信頼性の高いネットワーク接続

• オペレータがネットワーク障害を特定できる
ソリューション

顧客は、自身の様式、色、および機能設定を組み込んだ独自の装置を設計できま
す。カスタマイズされた注文に基づいて、相互接続された工場は、その製造プロ
セスを自動的に動かし、各プロセス、モジュールメーカー、および物流キャリアの
生産ラインに情報を伝え、機器、材料、および各生産ラインのモジュールをスケジ
ュールします。カスタマイズされた各注文は、各生産ラインのスケジュールと同期
する必要があります。同時に、カスタマイズした装置の状態を直接確認することも
できます。

マスカスタマイゼーションを可能にするために、相互接続された工場では、製造実行システ
ム (MES) から生産ラインにシームレスにデータを送信する必要がありました。MESが正確な
製造プロセスを制御するためには、各カスタマイズされた注文の生産操作を知る必要があ
ります。しかし、家電メーカーは1年近くパケット損失が多く、計画生産工程と実際の生産工程
との間に不一致が生じ、次にどのプロセスに進むか知りませんでした。この問題に対処する
には労働力に多大な損害を与え、最終的に顧客の　見識に悪影響を及ぼしました。

  Moxa ソリューション

データの完全性を保証する信頼性の高いデータ伝送

高いパケット損失が発生するのは、多くの環境干渉と極端な温度が
原因で既存の商用グレードのソリューションでは耐えられなかったこ
とです。アプリケーションとして生産を最適化するためにデータの完
全性を必要とするため数秒間の通信障害は許容できませんでした。

Moxaの産業用イーサネットスイッチは、-40～75℃のワイド動作温
度で設計されEMI/EMC認定を受けています。Moxaの冗長技術は、
伝送障害からネットワークを保護する設計がされて。更に、Moxaの
Turbo Ringは、高可用性を確保し、無制限の冗長ネットワーク拡張を
サポートする信頼性の高い柔軟なネットワークを構築するための効
率的な方法を提供します。リングトポロジは、ネットワークを構築す
るための非常に一般的で費用対効果に優れた方法であり、ネットワ
ークのダウンタイムを回避する最も効果的なソリューションの1つと
して業界内で認識されています。また、MoxaのTurbo Ring技術は、
ギガビットイーサネットネットワークにおいて50ms未満のリカバリ
タイムを保証します。
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CHEM

南アフリカ政府は、国の不安定な電

力供給問題に対処するための革命的

な方法を思いつきました。南アフリカの

Naledi Trustは、世界で最初の燃料電池

を動力源とする村となりました。クリー

ンエネルギーを生み出すために必要な

のは、水、メタノール、そして触媒だけで

す。 CHEMのME2Power燃料電池システ

ムのための新しいビジネスモデルと同

様に、より多くのオフグリッドコミュニテ

ィのためのクリーンで費用対効果の高

い電力の可能性を切り開きます。

Chung-Hsin 電気機械製造有限会社 

設立：1956

本部: 新北市、 台湾

業界： エネルギー、製造

従業員数: 2,000

光のある生活：
農村生活の変化

課題

• 遠隔地で設備を維持するための多額の
経常経費

• 有線ネットワークはデータ転送に使用
できない

• 荒れた田園地帯の厳しい環境

ソリューション

• セルラー機能を内蔵したリモートI / O
は、3G通信を通じてデータステータス
を収集して送信します

• 最適化された帯域幅利用のためのイベ
ントアラート設定のためのClick＆Go 
Plus™制御ロジック

結果

• 従来の機械販売モデルを機械サービス
に変換し、売上を増加させる

• 信頼できるセルラー通信を介してシス
テムのライブ監視を可能にする

• メンテナンス時の人件費を50％削減
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燃料電池システムは 
農村地域への電力経路
を支援します。
多くの途上国と同様に、南アフリカは深刻な電力不足に直面
しています。信頼性のある電力の供給が無ければ、経済成長、
投資、および開発にとって障害となります。

ME2Power燃料電池は、もともと遠隔地の電気通信ステー
ション用のバックアップ電源システムとして設計されたもの
で、その役割を小規模コミュニティ用の主発電機に変えます。 
Chung-Hsin Electric＆Machinery社（CHEM）の燃料電池ミ
ニグリッドシステムは、触媒として白金を使用し、メタノールを
燃料としています。 それは副産物として主に水を生成します。

南アフリカのNaledi Trustコミュニティで2年間のパイロット
ランを完了した後、このアプローチは現在、より多くのオフグ
リッドコミュニティにとって持続可能な代替エネルギーソリュ
ーションとなっています。「南アフリカ政府は、国内電力網の拡
張による電化コストが高すぎる、または技術的に禁止されて
いる農村地域でも同様の計画を展開することを検討していま
す」と、CHEMの水素局長Amy Liaoは述べました。

リモートメンテナンスコストと測定基準の向上

  ビジネス上の課題

「信頼性が高く、低コストでクリーンな
電気を利用することが不可欠です。 

ナレディトラストプロジェクトは、
何百もの農村コミュニティの生活に

大きな変化をもたらします。」 

Amy Liao氏  
Director of Hydrogen Department, CHEM 

CHEMの5kW ME2燃料電池システムは、完全なハイブリッドオフグリ
ッドエネルギーソリューションに統合されています。それは、マイクロ
グリッド内で動作するバッテリバンクおよびインバータを含みます。
水と液体メタノールの混合物はこれらの燃料電池にパイプで送られ、
そこで電気化学的プロセスがそれを水素ガスに変換し、それが電気
を発生させるのに使用されます。

「太陽光発電パネルの盗難は南アフリカでは一般的な出来事で
す」とLiao氏は言います。「南アフリカ政府は、この問題に対する代替
ソリューションを見つけることに熱心でした。」ME2Powerシステム
は、295Kgsという重さがあり、それ自体が難しい標的となっています。

このシステムは、合計15kWの発電電力を提供し、バッテリーを使用
して70kWのピーク電力を生成します。ナレディトラストコミュニテ
ィの34世帯に電力を供給すれば十分です。外部貯蔵タンクへの液
体メタノール燃料の毎月の配達はこれらの家への途切れない一次
電力を可能にします。

「検査を実施し、燃料供給のロジスティックを管理するには多大な
労力が必要です」とLiao氏は言います。「すべてのシステムが遠隔
地に配置されているため、ネットワークを使用せずにメンテナンス
メトリックを向上させることは私たちにとっての課題でした。」

課題
• リモートで設備を維持するために多額の経

常経費の発生を抑制するテクノロジー

• 有線ネットワークをデータ伝送に使用でき
ない

• 荒れた田園地帯の厳しい環境に対応

   一目でわかる
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3Gはどこからでも機器から
リアルタイムでの見通しを得るのに役立ちます
この問題を解決するために、CHEMはMoxaのセルラーリモートI/Oを燃
料電池システムに組み込みました。セルラーI/Oは、信頼性の高い3Gセル
ラー接続を提供する動的IPアクセスを特徴としています。遠隔監視機能
を提供するのは現在、CHEMの燃料電池システムだけです。

「IIoTの技術を使用して、点在する場所に分布しているCHEMの燃料電池
システムは携帯電話で完全に監視することができます。制御サイトでは、
電力消費量、電圧、電力供給時間、メタノールレベル、ユニットセンサーな
ど、システムの状態をいつでも確認できます。」

リモートサイトのセンサーからデータを収集することに加えて、Moxaの
特許取得済みのClick＆Go Plus IF-THEN-ELSE制御ロジックは、問題が
発生したらすぐに対処するためにリアルタイム通知を配信するように
CHEMにSMSアラームを設定させます。「この例外報告アプローチでは、
従来のポーリング方法よりはるかに少ない帯域幅しか必要としません。」
とJoseph氏は言います。

IIoTがサービスとしての機械の提供を実現

ソリューション
• 携帯電話機能内蔵のリモートI / Oは、3G通信を通じてデータの状態を収集して送信します

• イベントアラート設定用のClick＆Go Plus™制御ロジックにより、帯域幅の利用率を最適化します

検査工数の時間とコストの節約に加えて、CHEMは燃料供給のロジス
ティクスと現場でのトラブルシューティングをより効率的に体系づけ
ることができます。現場のデータは収集され、台湾にあるSCADAベー
スの制御監視センターに送信されます。「私たちは、地元のサービス
プロバイダとより効率的に仕事をすることができます。SCADAシステ
ムが異常なステータスレポートを受信すると、即座に現地のサービス
プロバイダにSMSで通知して、即時のオンサイトトラブルシューティン
グのために保守担当者を派遣することができます」とChang氏は説明
します。

燃料電池システムは、ディーゼル発電機に比べてはるかに高価です。 
予算制限に直面している顧客は、燃料電池システムの購入を検討し
ません。 「IIoTはビジネスモデルを変革しています。 私たちは、製品の
販売からサービスとしての機械の提供へと移行しています。一回限り
の販売に頼るのではなく、機械の使用とサービスに基づいて顧客に
課金しています。」とLiao氏は説明します。

  結　果

「リアルタイム監視の利点を
活用して、迅速な応答時間を
実現し、機械の停止時間を
短縮することができます。」

Joseph Chang氏
CHEM会長室特別補佐官

「事業の変革は、部品、修理、およびメンテナンスの中核事業を
強化することによって、アフターマーケットサービスで未開拓の
金鉱を手助けするのに役立ちます。収集したデータを分析するこ
とで、顧客は運用の効率性と安定性を向上させ、予測的な保守
サービスを提供できるようになります」と彼女は言いました。

IIoTテクノロジは、お客様がエネルギー使用量を測定し、予算を
管理するのにも役立ちます。消費者は、実際に生成され消費され
た電力に応じて支払うことができます。

「私達の顧客のためのサービス品質を改善するために遠隔
監視と制御システムを強化し続けるでしょう」とLiaoは述べま
した。MoxaのSolution Partner Allianceプログラムの一員とし
て、CHEMはMoxaと密接に協力してGPSを次世代の燃料電池シ
ステムに統合しています。

「IIoTはビジネスモデルを
変革しています。 私たちは、
製品の販売からサービス 
としての機械の提供へと

移行しています。」

Amy Liao氏  
Director of Hydrogen Department, CHEM 

　ソリューション
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導入事例

スマートエネルギー

国： U.S.A.

製品： 

UC-8100シリーズ
2つのシリアルポートと2つのLANポー
トを備えたARMベースのワイヤレス対
応DINレール産業用コンピュータ

ThingsPro 
ThingsPro Gatewayデータ収集ソフ
トウェア

家庭用太陽エネルギー
システムのための新しい
サービスモデルの実現

ビッグデータを新しい収入の流れに変える
IIoT以前の時代には、ソーラーパネルは買い切るかエンドユーザに貸し出されていました。
利点は、住宅所有者がすべての税額控除を維持していることでしたが欠点は、前払い費用が
高いことでした。アメリカの太陽エネルギー企業は、ビッグデータ、クラウドストレージ、そし
て信頼性の高いワイヤレス通信を利用して家庭用の太陽エネルギーシステムをより使いや
すく、より手頃な価格で提供することを望んでいました。彼らは新しい太陽エネルギーの提
供、即ち、電力購入契約（PPA）を思い付きました。

太陽エネルギー企業と住宅所有者との間のこの契約により、太陽エネルギー企業は、住宅所
有者の屋根に太陽光発電システムを設置することができます。引き換えに、住宅所有者は、ソ
ーラーパネルで発電された電気を太陽エネルギー企業から一定の料金で購入することに同
意します。このビジネスモデルは、前払いの費用やメンテナンスの責任がないという点で住
宅所有者に利益をもたらします。太陽エネルギー企業にとっては、PPAモデルは新たな収益
源をもたらします。この契約が効率的に機能するために太陽エネルギー企業は請求情報が
正しいことを保証するためにリアルタイムで正確なデータを必要とします。そうでなければ、
信頼性の低いデータ伝送により彼らの収入を失うことになります。 PPAビジネスモデルを実
現するために太陽エネルギー企業は、エッジ・ツー・クラウドソリューションを必要としていま
した。

序文

システム企業

• 広い地理的エリアにわたって50,000サイト以上から発電と消費データを収集し、請
求および運用目的でこの情報をクラウドに転送する機能。

• 高可用性ネットワークのためにWi-Fiとセルラー通信を切り替えるためのフェイルオ
ーバーメカニズム。

  Moxaソリューション

正確なデータとは正確な請求を意味します。 常にフェールオーバー伝送へ接続されています。

イを使用することで太陽エネルギー企業は、大規模な地域に広がる
サイトから太陽エネルギーの貯蔵と消費に関連するデータを収集
することができます。

データの損失を防ぐためにIIoTゲートウェイは、プライマリ通信方式
（Wi-Fi）に障害が発生した場合、ネットワーク通信が自動的にセカ
ンダリ通信方式（セルラー）に切り替わるフェールオーバメカニズム
を使用して設計されています。障害が発生した場合、太陽エネルギ
ー企業は、RESTful APIを活用することで自社開発のメンテナンスア
プリケーションを介してリモートでWi-Fi設定の修正および更新が
できます。つまり、オペレータは、モバイルデバイスを介してすべて
のメンテナンスを実行できます。

このPPAビジネスモデルでは、太陽エネルギー企業がエンドユーザ
のエネルギー消費量をリアルタイムで監視し、正確なデータ請求を
行うために信頼性の高いネットワークシステムであることが重要で
す。更に、太陽エネルギー企業は、柔軟な価格設定および他の選択
肢を通じて需要と供給のバランスをとるためのリアルタイム監視を
必要とします。太陽エネルギーシステムに設置されたIIoTゲートウェ
イは、Modbus通信を介してバッテリとインバータからエネルギー
生産と消費データを収集し、すぐにワイヤレスネットワーク経由で
実行可能なデータ収集プラットフォームによりAWSクラウドに伝送
するので、このプロジェクトで重要な役割を果たします。リアルタイ
ムでIIoTゲートウェイを使用すると太陽エネルギー企業は、広大な
地理的領域に広がっているサイトから太陽エネルギーの貯蔵と消
費に関連するデータを取得できます。リアルタイムでIIoT ゲートウェ

データベース

一次
トランスミッション

二次
トランスミッション

イーサネット 
シリアル
携帯電話 / Wi-Fi

UC-8100シリーズ
4G LTE & Wi-Fi IIoT 
ゲートウェイ

ワイヤレスAP

インバータ電池

キャビネット
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エッジからクラウドへの
IIoT接続を可能にする

相互運用性に配慮することで

デバイスセキュリティに 
配慮しているので

レガシーマシンを維持し

心配する事無く操作でき

簡単に装置をセットアップする
ことができて

-40℃から信頼性に配慮しているので

さまざまなプラットフォームと 
相互接続することもできます

資産に対する脅威を 
特定することができます

保守費用を減らすことが 
できます

75℃まで動作することができます

複雑にならないよう 
配慮することで

クラウドインフラと分析

ネットワークインフラストラクチャ
の最適化

産業用ネットワークインフラ 産業用エッジコネクティビティ 産業用コンピューティング

多様なOTおよびITインターフェース
の接続性の統一

OTデータをITプラットフォーム
に簡単に統合

デバイス

コネクティビティ

急速なグローバリゼーションと情報のデジタル化に伴い、産業オペレーターは業務
効率を高めるために産業分野における、モノのインターネット（IIoT）アプリケーショ
ンを採用し始めています。Moxaは、OT / ITのコンバージェンスを加速するために、ネ
ットワークインフラストラクチャを最適化し、産業用のエッジからクラウドへの接続を
簡素化するための実用的なテクノロジを提供します。あなたもまた、エッジからクラウ
ドへの接続を保護するという私たちの強いコミットメントを持っています。
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